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新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、現代における私たちの「⽣（lives）」のあり⽅に
⼤きなインパクトをあたえた。だが同時に私たちは、移動の⾃由、集まることの⾃由、遊ぶ⾃由
を簡単に⼿放すべきではないだろう。では、新型コロナウイルス感染症以後の観光研究は、それ
らの⾃由をいかに呈⽰できるのか。シンポジウムでは、新たな観光研究の可能性を問う。

観光研究


